
平成３０年度第２回 かわさき犬・猫愛護ボランティア会議 

 日 時  平成３１年３月２０日（水）  

１５時００分～１６時３０分  

場 所  川崎市動物愛護センター    

 ３階ヒルズ研修室  

１ あいさつ 

２ 説明・報告等 

（１） 動物愛護フェア２０１８について【資料１】 

（２） 動物愛護センター再編整備について【資料２】 

（３） 動物愛護センター業務支援ボランティアについて【資料３】 

（４） 動物愛護センター一部施設の貸出について【資料４】 

（５） 事務連絡【資料５】【資料６】 

３ 区ごとの情報交換等 



動物愛護フェアかわさき２０１８ 

報   告   書 

動物愛護フェアかわさき２０１８実行委員会 

資料１ 



動物愛護フェアかわさき２０１８ 

１ 日 時 平成３０年９月１７日（月・祝）１０時～１５時 

（※動物愛護週間（９月２０日から２６日）を含めた概ね前後１箇月を普及

啓発強化期間として、幸区・多摩区・麻生区で動物愛護普及啓発事業を併せ

て実施した。） 

２ 会 場 川崎市幸区役所・幸市民館 

（幸区戸手本町１－１１－１・２） 

３ 主 催 川崎市・公益社団法人川崎市獣医師会 

実施主体 動物愛護フェアかわさき２０１８実行委員会 

協   賛   １３団体 

協力団体  ９団体 

４ 実施内容  

（１）オープニングセレモニー（10：00～10：10） 

   動物愛護宣言  市立戸手小学校６年生（５名） 

（２）動物愛護セレモニー（10:30～12:00 幸市民館）       来場者 ２２９名 

   川崎市動物愛護賞表彰 感謝状  

一般社団法人 the VOICE 代表  有動 敦子 

かわさき犬猫愛護ボランティア 田中 和子、松岡 佳子 

西脇 容子、北條 久子 

（３）映画上映（12:40～14:30）                      来場者 ２５０名 

   上映作品「ＳＩＮＧ」 

（４）寄席（動物落語）（13:45～14:45）              来場者 ４５名 

   ３名の落語家 

（５）聴導犬デモンストレーション（①11:00～11:30②12:50～13:20）  

[実施：公益社団法人日本聴導犬推進協会]    来場者 ①１００名 ②７０名 

（６）盲導犬デモンストレーション（①11:50～12:20②13：50～14：20）

[実施：公益財団法人アイメイト協会]      来場者 ①１００名 ②７０名 

（７）獣医さん体験（10：00～15：00） 

   [実施：公益社団法人川崎市獣医師会・夜間動物救急センター] 

（８）ペットの防災コーナー（10：00～15:00）           来場者 ３８０名 



（９）着ぐるみによる広報・PR（10：00～15：00） 

   川崎市消費者行政センターイメージキャラクター「てるみ～にゃ」の着ぐるみ 

（10）譲渡会（11:00～14:00）・新動物愛護センターパネル展(10:00～15:00) 

来場者 ８２３名 

（11）ペットの迷子札を作ろうコーナー（10：00～15:00 ※受付は 14:30 まで） 

来場者 ３８０名 

（12）新動物愛護センター開設記念品配布（10:45～/12:30～/13:30～）来場者 ６４０名 

（13）集まれ！アニマルキッズ（11:30～）             来場者 １３０名 

（14）協賛企業・協力団体等コーナー（10：00～15:00） 

動物に関する企業や団体を中心に展示等 

５ 来場者数  延べ４，２００名 

６ 各区での動物愛護普及啓発事業 

（１）幸区動物愛護展（９月１８日～２８日）           来場者 １２０名 

   幸区役所展示コーナーにおいて、パネル展示及び啓発資料の配布を行った。 

（２）どうぶつ愛護フェア in たま区（９月８日 ※９月７日～１１日に展示のみ実施）

来場者 ３００名 

   多摩区役所１階アトリウムにおいて、パネル展示及び迷子札作成コーナー、バルー 

  ンアート配布等、また多摩区役所隣接の駐車場において猫の譲渡会を実施した。 

（３）麻生区動物愛護パネル展（９月２０日～２７日）       来場者 １８０名 

   麻生区役所展示コーナーにおいて、パネル展示及び啓発資料の配布を行った。 

（４）ペットの防災（９月１日）                来場者 １５０名 

   九都県市合同防災訓練（川崎マリエン駐車場内：川崎区）において、ペットの防災

についてのパネル展示や、マイクロチップの読み取り体験ができるコーナーを設けた。 





１．再編整備の目的

動物愛護センター再編整備について

（２）施設の概要

所在地：中原区上平間１７００番地８

（川崎市上下水道局が管理する上平間公舎の廃止に伴う跡地有効利用）
ＪＲ南武線鹿島田駅 徒歩約１１分

平間駅 徒歩約７分
近隣施設：県立川崎工科高校・市立平間小学校・中部学校給食センター

資料２

現在の動物愛護センターは昭和49年に、高津区蟹ヶ谷に犬・猫の収容返還処分施設

として開設しましたが、社会情勢の変化により、動物愛護と適正な取り扱いに関する普

及啓発の拠点施設としての機能が求められています。

その機能の変化に伴い限られたスペース内で業務を行っていましたが、建設後４４年

が経過し、施設や設備の老朽化、狭あい化等により十分にその役割を発揮し難い状況と

なっているため、中原区上平間に移転し、地域に開かれた親しみやすい施設として「人

と動物が共生する社会の実現」を目指し、再編整備を実施いたしました。

２．新動物愛護センターの運営について

(1)これまでの経緯
昭和49年9月 「川崎市飼い犬管理センター」として開設
昭和55年度 「川崎市動物管理センター」へ名称変更
平成9年度 「川崎市動物愛護センター」へ名称変更
平成22年6月 「川崎市動物愛護センター建設に関する請願」が市議会で全会一致採択
平成23年3月 「動物愛護センター庁内あり方検討委員会報告書」をとりまとめ
平成25年3月 外部有識者会議で「動物愛護センター懇談会報告書」をとりまとめ
平成26年3月 「川崎市における動物行政の方向性と動物愛護センターのあり方」を策定
平成26年10月 「川崎市動物愛護センター整備における基本方針」を策定
平成27年2月 「川崎市動物愛護センター整備基本計画」を策定
平成29年10月 建設工事着工
平成30年5月 愛称案の公募実施
平成30年8月 愛称案への市民投票実施
平成30年12月 「川崎市動物愛護センター条例」改正
平成31年1月 建設工事完了
平成31年2月3日 動物愛護センター完成記念式典
平成31年2月12日 新動物愛護センター業務開始

（３）新センターの役割とコンセプト

敷地面積 １，２８２㎡ ２，５００㎡

延床面積 ６０９㎡ ２，３０８㎡

○３つの役割

① いのちを学ぶ場 ② いのちをつなぐ場 ③ いのちを守る場

○４つの機能
Ⅰ 動物に係る情報発信の拠点 Ⅱ 動物の適正飼養の拠点

Ⅲ 動物由来感染症対策の拠点 Ⅳ 災害時対応の拠点

○事業実施のあり方

多様な主体と連携・協働しながら具体的な取組を実践する拠点

○基本的なコンセプト

『動物を通じて、誰もが集い、憩い、学べる交流施設』



[重点事業の理由]
〇 収容動物の増加が見込まれる中、人と動物の共生する社会の実現を目指して、しつけや

飼養希望者とのマッチング、譲渡機会の拡充など、収容動物の譲渡を充実･強化し、
交流スペースや動物とのふれあいの場を提供する。

[期待される効果]
〇 殺処分の削減(抑制)及び終生飼養の促進

② 譲渡事業(｢しつけ･馴化｣･｢飼養希望者とのマッチング｣･｢譲渡会の拡充｣)

Ⅱ動物の適正飼養の拠点

③ 適正飼養促進(｢地域猫の不妊去勢手術｣)

[重点事業の理由]
〇 平成30年８月から新たに開始した｢地域猫活動支援(サポーター登録制度)｣と連携し、

地域猫の不妊去勢手術を実施することで、野良猫対策の取組を強化
[期待される効果]
〇 猫に係る苦情の低減及び子猫の出生減少による引取り数の削減

④ 災害時の救援活動の拠点（「動物用必要物品の備蓄」）

（４）実施事業（重点事業）

① 普及啓発(｢来所型いのち･MIRAI教室｣)

[重点事業の理由]
〇 小学生等を対象に、施設展示や実際の動物を見学するなど、センター機能を活用した

来所型教室を実施することで、幼少期からの動物愛護啓発の取組を強化
[期待される効果]
〇 人と動物の共生社会への理解、適正飼養の促進・終生飼養による収容動物の減少・抑制

Ⅰ動物に係る情報発信の拠点

い の ち を 学 ぶ 場

い の ち を つ な ぐ 場

犬

猫

見学者



（５）開館日・開館時間

（実績） ２月１２日から２月２８日 １，１７９人
３月 １日から３月１7日 １，４１８人 計 ２，５９７人
開館日（日～木曜日）平均 １０８．２人 休日（日曜日）平均 ２３９．６人

（６）来所者数

現現 行行 新 新センターセンター

開館日 月～金 月～木・日

休館日
土・日・祝日

12月29日から翌年の１月３日までの日
金・土・祝日

12月29日から翌年の１月３日までの日
開館時間 ８時３０分～１７時１５分

Ｈ２９実績（平日５日） 新センター（日曜＋平日４日）

2,115人 6,720人約3倍

（想定）

安定的な財源確保を目的とした多様な主体との連携の一例として、諸室に対するネーミングライツを
導入いたしました。

①適正飼養啓発室
ネーミングライツパートナー 「日特エンジニアリング株式会社」
ネーミングライツ愛称 「ＮＩＴＴＯＫＵ適正飼育啓発室」

②猫との集いのエリア
ネーミングライツパートナー 「新日本カレンダー株式会社」
ネーミングライツ愛称 「ペピイ にゃんmeetsルーム」

③研修室
ネーミングライツパートナー 「日本ヒルズ・コルゲート株式会社」
ネーミングライツ愛称 「ヒルズ研修室」

３．動物愛護センターの愛称の決定及び諸室へのネーミングライツの導入

愛称の募集
７２７作品

（５月１日～５月３１日）

有識者会議による
愛称候補作品の選定

５作品
（６月２９日）

WＥＢ投票＆近隣小学校による児童投票
２，５１８票 （うち児童投票 ２，２８６票）

（８月１日～８月３１日）

（１）愛称の決定

（８２２票）

川崎市の施設であることを明確にするため、「かわさき」を付与し、

ＡＮＩＭＡＭＡＬＬ最優秀作品

ア ニ マ モ ー ル

「ＡＮＩＭＡＭＡＬＬ かわさき」
ア ニ マ モ ー ル

といたしました。

（２）諸室に対するネーミングライツの導入



川崎市動物愛護センター業務支援ボランティアについて

かわさき犬・猫愛護ボランティア設置要綱第６条ウで規定する動物愛護センターの

業務支援・運営協力について、ボランティアの種類や研修を設定し、動物愛護センタ

ー業務支援ボランティアの募集を行い、再編整備に伴いボランティアとの協働を開始

いたしました。

１ 募集ボランティアの種類と各人数

かわさき犬・猫愛護ボランティア １０４人 （平成３１年３月１９日現在）

（１）普及啓発支援ボランティア（企画係関係）         計 ６人

①いのち・ＭＩＲＡＩ教室等支援ボランティア ６人  

②啓発物作成ボランティア         ０人

（２）飼養管理支援ボランティア（業務係関係）         計 ３８人

①成猫飼養管理支援ボランティア ７人    

②子猫飼養管理支援ボランティア ４人

③成犬飼養管理支援ボランティア １１人   

④譲渡会運営支援ボランティア  １６人

（３）庁舎管理支援ボランティア（庶務係関係）         計  １人

①植栽等清掃支援ボランティア １人        

総計 ４５人

２ これまでの実施内容

（１）募集期間 平成３０年７月５日（木）～平成３０年７月３１日（火）

（２）共通基礎研修 平成３０年８月２３日（木） 

（３）面接 平成３０年１０月から１２月に実施

（４）個別研修

 平成３０年１１月３０日（金） 

いのち・MIRAI 教室等支援ボランティア個別研修実施

   平成３１年１月１８日（金） 子猫飼養管理支援ボランティア個別研修実施

   平成３１年２月２４日（日） 譲渡会運営支援ボランティア個別研修実施

   ※その他の業務支援ボランティア個別研修については、今後実施予定

資料３



３ ボランティアの実施

（１）普及啓発支援ボランティア（企画係関係）

  動物愛護センターバックヤードツアーへの支援をいただいています。今後、バ

ックヤードツアーや来所型いのち・MIRAI 教室のより詳細な運用方法を確定し、

ボランティアの方からの円滑な支援をいただきたいと考えております。

（２）庁舎管理支援ボランティア（庶務係関係）

  適時、庁舎管理のボランティアを実施していただいています。 

（３）飼養管理支援ボランティア（業務係関係）

子猫飼養管理支援ボランティアは、平成３１年２月から実施しています。また、

譲渡会運営支援ボランティアについては、平成３１年３月の譲渡会から開始して

います。

成猫飼養管理支援ボランティア及び成犬飼養管理支援ボランティアについては、

新センター開設当初は、来所者の増加や移動に伴う収容動物のストレスを勘案し

て、新規のボランティアの開始は平成３１年夏ごろを予定しています。

４ 今後の予定

来年度かわさき犬・猫愛護ボランティアの募集時期であるため、業務支援ボラ

ンティアについても第１１期開始後に再度募集を予定しています。

ボランティアを行いながら、運営方法などをブラッシュアップしていきます。   



資料４

動物愛護センター一部施設の貸出について 

１ 貸出諸室  

（１）市民協働室１ （３階）   定員  １８名

（２）市民協働室２ （３階）   定員   ６名

（３）研修室    （３階）   定員 １０８名

※ 全室とも、補助犬を除く動物は立ち入ることは出来ません。

２ 貸出時間 

  動物愛護センター開館日の９時から１２時００分、１３時から１６時３０分

（ただし、動物愛護センター所長が特に必要と認めるときは、この限りではありません。）

※ 業務での使用が優先となります。

３ 貸出団体 

  川崎市内でボランティア活動等、市民活動や公益性のある活動を主たる目的として活

動する団体。

４ 予約について 

（１）予約開始

利用日の属する月の２か月前の１日 から

（２）予約方法

直接来所、電話又はファクシミリ、メールにより行います。

ただし、ファクシミリ、メールによる予約は、聴覚障害等の方を念頭に規定する

ため、動物愛護センター所長が必要と認めた団体のみ認めることといたします。

（３）予約の区分

① ９時００分～１２時００分 ②１３時００分～１６時３０分

（４）順位

予約は先着順とします。ただし、来所による予約と電話による予約が同時にあった

場合などは、来所による予約を優先とします。

（５）予約数の制限

独占的な予約を防ぐため、１団体につき１か月にあたり市民協働室最大４区分、研

修室最大２区分とします。なお、当日部屋があいている場合は、制限に関係なく利

用することができるものとします。

ボランティアや動物愛護団体等の市民活動支援のため、平成３１年４月１日以降に、登録団

体に対して動物愛護センターの一部施設（市民協働室等）の貸出を行っていく予定です。 
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主なイベント等

４月

５月

６月

７月

８月

９月
動物愛護フェアかわさき２０１９
第１１期かわさき犬・猫愛護ボランティア募集

１０月 第１１期かわさき犬・猫愛護ボランティア研修

１１月 第１１期スタート

１２月

１月

２月

３月

備考

● 第２回ボランティア会議は１１月以降で開催予定

スケジュールにつきましては、変更になる可能性があります。

かわさき犬・猫愛護ボランティア
平成３１年度スケジュール

平成３１年３月２０日

資料 ６

（仮）第１回ボランティア会議


